
巻 頭 言

　先日、大学改革実行プランが文部科学省より発表
されました。大学は、各々の大学の独自性を踏まえ、
社会に見える形での改革を実行することが求められ
ています。そのプランの中に、「リサーチ・ユニバ
ーシティー」という言葉が出てきます。大阪大学が、
その独自性・特徴を生かして、世界有数のリサーチ・
ユニバーシティーを目指すとしますと、医学系研究
科がその一員としての役割を果たさなければなりま
せん。そのためには、幅広い分野で世界トップレベ
ルの基盤研究を継続的に推進していくことが最も重
要であると考えます。そして、その継続的な基盤研
究推進のために、基盤研究を革新的なイノベーショ
ン創出につなげ、社会に見える形で貢献することが
重要であり、これからの大学が果たす責務であると
思います。つまり、革新的なイノベーション創出の
努力は、必ず次の基盤研究推進の強力なエンジンに
なると考えます。
　このような観点から、医学系研究科では、1つの
イノベーションとして「創薬」を考えています。日
本発の革新的な医薬品創出を目指した取り組みを開
始しており、大阪大学の基盤研究の成果を難病治療
薬の開発につなげ、臨床応用を可能にする拠点を学
内に整備し、基盤研究成果がシームレスに臨床治験
にまで進むことのできる体制を確立することができ
ればと考えています。拠点形成は、医学系研究科だ

けでは進みません。薬学研究科は、文部科学省から
支援を受けて、東京大学が持つ公的化合物ライブラ
リーを活用した創薬等先端研究・教育基盤事業を遂
行しています。また、蛋白質研究所を中心にして、
創薬シーズ探索の効率化に向けた、蛋白質の結晶構
造解析に基づくインシリコスクリーニング技術の開
発などが進められておりますし、工学研究科が中心
となって、難結晶性蛋白質を標的とした創薬ファク
トリーという組織が形成され、工学研究科が持つ「化
学力」を創薬に結びつける活動が始まっています。
　一方、昨年、厚生労働省の早期・探索的臨床試験
拠点整備事業の1つの拠点に医学部附属病院が選ば
れました。また、経済産業省が進める「技術の橋渡
し」拠点整備事業として、「最先端医療融合イノベ
ーションセンター」建設が認められ、次世代創薬を
目指すための研究施設が医学部に新設されます。さ
らに、医工連携組織である臨床医工学融合教育セン
ターでは、産学連携、医工連携を目指した人材育成
が進められてきましたが、昨年、医学系研究科を中
心に、博士課程教育リーディングプログラムに採択
され、「創薬」を目指す若いリーダーの育成が進み
つつあります。
　これらを総合的に捉えますと、大阪大学こそ、難
病治療薬・新規診断薬開発の基盤研究からその臨床
応用までを、間断なく質の高いレベルで行うことが
できると考えます。医学系研究科がうまくそれらの
仲人役となって、大きな目標に向かって一体となっ
て進んでいく土台作りを進めることができればと思
っています。「創薬」というキーワードで一致団結し、
自由な発想に基づく個々の基盤研究を一層充実させ
つつ、社会に貢献する大学作りの一翼を担うことが
できればと考えておりますので、今後ますますのご
支援をお願い致します。
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